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１．はじめに  

 JR 西日本では鋼鉄道橋において過去に薄型 BP-B 沓を試行的に設置している．実橋において，列車通過時や温度

変化に伴う薄型 BP-B 沓の回転や滑動状況の調査を行い，回転については円滑に機能していることを，滑動につい

ては比較的小さい変位に対してはゴムプレート部で，大きい変位に対してはすべり板部で滑動していることを確認

した 1)．本稿では，薄型 BP-B 沓の供試体を用いた二軸載荷試験を行い，水平変位に伴う挙動と摩擦係数の把握を行

ったので報告する． 

２．薄型 BP-B 沓の構造について 

 一般的な BP-B 沓と薄型 BP-B 沓の構造を図-1 に示す．一般的な BP-B 沓は鋳鋼製であるが，試行中の薄型 BP-B

沓は鋼材を用いて製作したものである．薄型 BP-B 沓は一般的な BP-B 沓と比べ，沓の高さを低く抑えることができ

るほか，寸法の自由度が高く，さらに製作に要する工期や費用を抑えることも期待できる．また，一般的な BP-B

沓は下沓に円筒の掘り込みを設け，ゴムプレートと中間プレートを落とし込んでいるが，薄型 BP-B 沓では上沓に

拘束板を取り付け，そこにゴムプレートと支圧板をはめ込んでいる．また，滑動部は一般的な BP-B 沓ではすべり

板にテフロン板を用い，上沓の下面には SUS 板を設けており，この間で滑動するが，薄型 BP-B 沓では支圧板とす

べり板の両方を SUS 板とし，この間で滑動する構造としている．なお，滑動部では長期間の供用により，部材の摩

耗が懸念されるが，薄型 BP-B 沓ではすべり板や支圧板の部分交換を比較的容易に行うことが可能である． 

３．試験内容 

 試験体寸法を図-2 に示す．ゴムプレートの直径は，実橋に設置している寸法の実績として 200mm 程度のものが

多いことより 220mm とし，厚さは一般的な BP-B 沓と同様，直径の 1/15 とした．圧縮リングは上沓拘束板の内径

220mm に対して，支圧板の直径が 218mm であるが，この隙間からゴムプレートがはみ出さないように設けている

ものである．圧縮リングは実橋では幅 10mm のものを 1 枚使用していたが，一部の橋梁で僅かながらゴムプレート

のはみ出しが確認されたため，幅 20mm の 2 枚重ねに変更している． 

 また，死荷重＋列車荷重＋衝撃荷重作用時のゴムプレートの

支圧応力度は約 15N/mm2 であったことより，二軸載荷試験に

おける鉛直荷重は表-1 のとおりとした．  
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① 直径 220mm，厚さ 15mm 
② 幅 20mm，厚さ 2mm，2 枚重ね 
③ 直径 218mm，厚さ 20mm 
④ 厚さ 10mm 

鉛直荷重 kN 支圧応力度 N/mm2 
190 5 
380 10 
570 15 
760 20 

15 
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50 50 
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26 

図-2 試験体寸法（単位 mm） 

表-1 載荷荷重 

①ゴムプレート 
③支圧板 

②圧縮リング 

④すべり板 
220 

218 

上沓 
拘束板 

下沓 

図-1 一般的な BP-Bと薄型 BP-B沓の構造 

   (b)薄型 BP-B沓 
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※参考文献 2) p9 の図 1.11 より転載 
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 二軸載荷試験装置を図-3に示す．表-1 に示した各鉛直荷重を載荷した状態で，油圧ジャッキにより上沓に水平方

向に荷重を載荷した．試験体の水平方向の計測位置を図-4に示す．すべり板と支圧板，ならびに上沓の水平相対変

位を計測している．なお，上沓の上面のテフロン板は鉛直載荷ジャッキに水平方向の負荷が生じないように配置し

たものである．水平荷重は上沓が 3mm 程度移動するまで載荷し，その間の各部位の動きや摩擦係数を確認した． 

 試験では，現地施工時に沓が傾いて設置される場合を想定し，テーパープレートにより下沓に 1 度の勾配を設け

たケースと，将来の部材交換を想定し，すべり板に実橋から取り出した古材を使用したケースについても行った． 

 
図-3 二軸載荷試験装置        

４．試験結果 

 水平相対変位の計測結果から分かった水平方向の挙動について

模式図を図-5に示す．水平方向については，最初に支圧板とゴム

プレート間で滑動が生じ，上沓の拘束板が支圧板に当たった後に，

支圧板とすべり板間で滑動することが分かった． 

図-6には支圧板とすべり板間の摩擦係数を示す．なお，試験で

は水平ジャッキの載荷速度を変化させ，すべり速度と摩擦係数の

関係についても調べた．支圧応力度やすべり速度による摩擦係数

の変化は小さく，古材を用いたもので最大 0.32 であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 水平変位について，上沓拘束板と支圧板の隙間範囲内ではすべり板部で滑動していない．実橋計測ではスパン 22m

で列車通過時の水平変位が 1mm 程度であったが，列車荷重ではすべり板部で殆ど滑動が生じないことから，薄型

BP-B 沓は一般の線支承に比べ摩耗が生じにくいといえる．また，SUS-SUS の摩擦係数について把握ができた． 
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図-4 試験体水平変位の計測 

図-6 摩擦係数 
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※本図は実物の各スケールとは一致していない 

図-5 水平方向の挙動 
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